
和文タイトル（ゴシック等16ポイント）

著者和名（ゴシック12ポ）
和名所属　（ゴシック12ポ）
電子メールアドレス　ゴシック９ポイント

日本語アブストラクト
　・１段組
　　・600字以内
　・明朝体　10ポイント
キーワード：日本語、５個程度　明朝体　１０ポイント

英文タイトル（ゴシック等14ポイント）

著者名英文表記（ゴシック体等　12ポイント）
（所属英文表記　ゴシック体等　11ポイント）
電子メールアドレス　ゴシック体　９ポイント

英文要旨
　・１段組
　・200語まで
　・Times 9ポイント
keywords: 英語　５個程度　フォントと大きさはアブストラクトと同じ



2.3表題と氏名及び要旨
(1)１頁目レイアウト
一頁目には図１に示された様式に従い、上から、日本語タイトル、著者和名、著者和名所属、電子メールアドレス、日本語要旨、日本語キーワード、英文タイトル、著者名英文表記、著者所属英文表記、電子メールアドレス、英文要旨、英文キーワードの順で配置する。
(2)タイトル
タイトルは和文はゴシック体16ポイントとする。英文の場合はゴシック体やaerial,Helvetica等の太字のフォントを用いて大きさは14ポイント程度とする。いずれも中央揃えとし下線を引くこと。
(3)著者名
著者名は和文はゴシック体12ポイント、欧文はタイトルと同じフォントで大きさは11ポイントとする。いずれも中央揃えで併記する。著者の所属は著者名と同一行ないしは次行に括弧付けで著者名と同じフォント、サイズで示す。また、必要に応じて電子メールアドレスを所属の下に著者名と同じフォント、９ポイントで記載する。
(4)要旨とキーワード
和文要旨は細明朝体10ポイントで600字程度とする。欧文要旨はTimes、９ポイントで200語程度とする。和文も欧文も１段組とする。キーワードは和文・欧文ともに５個程度とし、要旨と同じフォント、サイズで示す。
2.4　本文
(1)分量
刷り上がり10頁（和文で約20000字、欧文で約6000語、図表を含む）以内とする。
(2)用紙レイアウト
用紙はA4縦置きとし、本文は２段組とする。ページの余白は、上16ミリ下28ミリ左20ミリ右20ミリとする。
(3)本文文字
本文に用いる文字は和文の場合は細明朝体10ポイントとし、欧文の場合はTimes等、９ポイントとする。１行文字数は23字、一頁行数は45行とする。
章節のタイトル文字については、ゴシック体または強調文字で示し、大きさは本文と同じとする。
2.5図表及び写真
(1)図表題
図表、及び写真には図・表・写真毎に通し番号を付ける。図や写真の番号・タイトルは図や写真の下に、表の番号とタイトルは表の上に置き、説明は表の下に置く。
(2)精度
図表は印刷した結果十分に判別できるだけの適切な濃度と鮮明度を持つこと。図表中の文字は判別するのに十分な大きさとすること。写真は白黒とする。写真を用いる場合は、本文にプリントを直接貼り付けるか、十分に解像度の大きいファイルを添付すること。
2.6　その他
(1)引用文献
本文中では（著者・発行年）で表示。同一年同一著者に複数の文献がある場合はa,bと付して区別。文献は論文最後に一括して著者名のアルファベット順に、同一著者では年次順に挙げる。
(2)脚注
通し番号をつけ引用文献の前に置く。
(3)著作権の確認
図や写真などの引用に当たっては、著者自身が原著者などから著作権の引用に関する承諾を取らなければならない。
(4)フッター
本文頁にはフッターとして掲載号、頁等を本会が付ける。
